
 

 

 

 

 

 

 

中期選抜の願書完成に向けて 
 

今週の 26 日水曜日より公立中期選抜の願書作成に

入っていきます。今はまだ下書きなので，下書き用の紙

に書いてもらいます。 

以前に，公立前期選抜の願書を書いた人は，似たよう

な様式なので，分かるかと思うのですが，少し違う点も

あるので注意が必要です。今回の中期選抜の願書の下書

きは，全員の人にしてもらおうと思います。なぜかとい

うと，公立前期選抜は受検者の約４０％ぐらいしか例年

合格してきません。また，私立高校推薦，専願の人も，

もしも何かが起こってしまったときは，公立中期選抜を

受検することになります。ということで，全員の人に下書きをしてもらいますので，よろしくお願いします。 

以前お配りした，「令和 4 年度京都府公立高等学校 全日制課程  入学案内」を参考に書いてもらいた

いと思います。なくした人には，また，増す刷りして配布したいと思います。 

前期選抜と違うところは，第 1 志望，第 2 志望欄に異なる学科を記入できるということです。全日制を

第 1 志望として志望する場合，第 1 志望内に順位をつけて，異なる志願先を 2 校または，2 学科，系統ま

で記入できます。（志望決定届に書いてもらった用に書いてください。） 

なお，第 1 志望第 2 順位の記入がない場合は，第 2 順位欄の全部を斜線で抹消してください。斜線の引

き方は右上から，左下に向かってです。 

第 2 志望まで記入することができます。なお，第 2 志望の記入がない場合は，第 2 志望欄の全部を斜線

で抹消してください。（引き方は，上と同じです。）ただし，第2志望が生かされるのは，第1志望優先で合

格者を決定した後，なおその学科などに欠員がある場合に限られます。欠員が出ない場合は，書いても意味

がなくなります。 

 第 1志望第2順位を記入せずに，第 2志望を記入することができません。 

 全日制普通科を志望する場合は，志願，順位によらず，保護者の住所の存する地域欄の該当する地域を〇

で囲んでください。                              （次号に続きます） 
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